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表面プラズモン共鳴（SPR）下における増

強エバネッセント光ファネルで高フラック

ス強度の冷却原子ビームを生成するシステ

ムの開発を進めている[1]．前回，逆円錐形

状のファネルオプティクス内壁全面に SPR

を誘起するために TEM10*モードの radial

偏光中空ビームを用いた場合における出射

原子の閉じ込め伝送効率の数値評価を報告

した[2]．今回，出射フラックス強度の更な

る改善を期して，ファネル開口部で急峻に

立ち上がる中空ビームとなる LG ビームを

用いた場合における冷却原子生成伝送をモ

ンテカルロシミュレーションにより調べた． 

Fig.1に正離調された軌道角運動量 l=1を

持つ LG01モード断面でみた Rb原子の運動

の軌跡を示す．光ビーム動径方向には強度 

  

Fig.1: Trajectory of a Rb atom 

in the LG01 beam with l=1. 

 

勾配に比例する双極子力を，周方向には軌

道角運動量に比例する散逸力を受けて，楕

円軌道を描きながら中空領域を伝送される． 

伝送効率は軌道角運動量に依存する．

Fig.2 に，周波数離調+7 GHz の場合に求め

た l=5 における伝送効率のビームパワー変

化の一例を示す．ここで，ファネルの出射開

口直径と中空径が一致するようにビームウ

ェスト w を選んだ．  

 

Fig.2: Guiding efficiency plotted as a  

function of the beam power. 
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